
■春秋彩とは
万葉集の額田王の春秋を論じた
歌の詩書「春山の万花の艶と秋
山の千葉の彩」から採ったもの。
「春秋」には年月の意味もあり、
「春秋に富む」若者を彩る学園の
四季を表している。

　

こ
こ
数
年
の
春
秋
彩
で
の
学
長
挨
拶
文
は
大
学
改
革
に
尽
き
ま
す
。
大
学
を
と
り
ま
く

環
境
は
厳
し
く
、
学
外
の
識
者
か
ら
な
る
「
熊
本
県
立
大
学
あ
り
方
検
討
会
議
」
は
昨
年

　

月
、
大
学
の
進
む
べ
き
道
筋
に
つ
い
て
報
告
書
を
ま
と
め
、
法
人
化
の
必
然
性
を
説
い

１０て
い
ま
す
。
設
置
者
で
あ
る
県
当
局
は
こ
の
提
言
を
も
と
に
大
学
改
革
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
り
ま
す
。
い
よ
い
よ
鉄
斧
は
振
り
下
ろ
さ
れ
、
正
念
場
を
迎
え
ま
す
。

　

本
学
で
は
大
学
は
か
く
あ
る
べ
き
と
、
こ
の
４
年
間
余
り
全
学
の
英
知
を
集
め
、
自
己

主
張
で
き
る
体
制
の
構
築
を
目
指
し
て
「
基
本
構
想
・
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

県
立
大
学
の
あ
る
べ
き
姿
を
真
摯
に
模
索
し
、
数
多
く
の
情
報
の
中
か
ら
珠
玉
を
選
び
取

る
こ
と
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
ら
を
律
し
、
大
学
の
知
的
財
産
を
地
域
に
還

元
で
き
る
体
制
作
り
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
「
県
立
大
学
運
営
協
議
会
」
を
催
し

て
学
外
か
ら
の
要
望
を
汲
み
取
る
な
ど
、
い
ろ
ん
な
手
段
を
講
じ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の

過
程
で
、
毎
月
開
い
て
い
る
学
生
諸
君
と
の
懇
談
の
場
は
、
実
に
有
用
な
情
報
源
で
す
。

授
業
評
価
で
は
読
み
と
れ
な
い
主
役
た
ち
の
声
に
襟
を
正
す
思
い
が
し
ま
す
。
学
生
が
参

加
し
な
い
改
革
な
ど
机
上
の
独
り
よ
が
り
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

自
己
主
張
が
で
き
る
学
生
を
求
め
て
、
総
合
管
理
学
部
で
は
Ａ
Ｏ
入
試
（
自
己
推
薦
型

入
試
）
を
実
施
し
、
確
実
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
環
境
共
生
学
部
で
は
学
年
進
行

に
伴
う　

年
度
の
大
学
院
博
士
課
程
設
置
を
目
指
し
、
文
学
部
で
も
学
部
の
あ
り
方
が
根

１７

本
的
に
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
立
大
学
は
変
わ
り
ま
す
。
学
生
だ
け
で
な
く
県
民
や
保

護
者
の
皆
さ
ん
方
の
期
待
に
十
分
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
と
も

か
く
、
社
会
に
分
か
り
や
す
い
大
学
を
目
指
し
ま
す
。
大
切
な
の
は
普
通
の
語
で
非
凡
な
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ための取組
　

熊
本
県
立
大
学
で
は
、
平
成　

年
度
以
降
の
入
学
生
に
Ｇ
Ｐ
Ａ
制
度
が
適

１６

用
さ
れ
ま
す
。

　

Ｇ
Ｐ
Ａ
制
度
は
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
広
く
採
用
さ
れ
て
い
る
成
績
評
価

シ
ス
テ
ム
で
す
。
Ｇ
Ｐ
Ａ
は
、
Ｇ
ｒ
ａ
ｄ
ｅ 
Ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ 
Ａ
ｖ
ｅ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
の
略

語
で
、
授
業
科
目
ご
と
の
成
績
評
価
に
対
し
、
定
め
ら
れ
た
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
し
、
そ
の
単
位
当
た
り
の
平
均
を
算
出
し
た
も
の
で
す
。
本
学
で
は
、
図

１
の
式
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
も
の
を
使
用
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
あ
る
学
期
に
表
１
の
科
目
を
修
得
し
た
場
合
、
科
目
毎
Ｇ
Ｐ
は

表
の
数
値
と
な
り
、
学
期
毎
Ｇ
Ｐ
Ａ
は
、
２
・
５
と
な
り
ま
す
。

　

Ｇ
Ｐ
Ａ
の
優
秀
者
は
大
学
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
す
。
Ｇ
Ｐ
Ａ
が
４
・
０
以
上

で
そ
の
上
位
者
に
は
学
長
賞
が
、
３
・
５
以
上
で
そ
の
上
位
者
に
は
、
優
秀

賞
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｇ
Ｐ
Ａ
が
２
・
０
未
満
の
学
生
に
は
、
教
官
か
ら
個
人
指
導
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

Ｇ
Ｐ
Ａ
制
度
の
導
入
に
合
わ
せ
、
評
価
の
区
分
が
変
わ
り
ま
す
。
従
来
、

優
・
良
・
可
・
不
可
で
区
分
し
て
い
た
評
価
に
「
秀
」
が
加
わ
り
ま
す
。
秀

は　

〜　

点
、
優
は　

〜　

点
、
良
は　

〜　

点
、
可
は　

〜　

点
の
科
目

１００

９０

８９

８０

７９

７０

６９

６０

に
付
さ
れ
ま
す
。　

点
以
下
の
科
目
に
は
不
可
が
付
さ
れ
ま
す
。

５９

　

Ｇ
Ｐ
Ａ
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
、
学
習
効
果
を
自
分
自

身
で
把
握
し
た
り
、
或
い
は
科
目
の
履
修
に
当
た
っ
て
、
た
だ
卒
業
す
る
の

に
必
要
な
単
位
を
修
得
す
る
の
で
は
な
く
、
皆
さ
ん
が
主
体
的
に
、
か
つ
、

充
実
し
た
学
習
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

本
学
で
は
、
大
学
間
の
競
争
が
激
化
す
る
中
、
個
性
が
輝
く
大
学
と
し
て
存
続
し
て
い
く
た
め
、「
教
育
の
重
視
」
と
「
地
域
へ
の
貢
献
」
を
改
革
の
基
本
方
向
と
す
る
「
熊
本
県

立
大
学
の
改
革
方
策
」
を
平
成　

年
３
月
に
策
定
し
、　

の
改
革
方
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
教
育
の
充
実
の
た
め
の
取
組
状
況
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

１４

５４

　

今
回
は
、
平
成　

年
度
か
ら
実
施
す
る
Ｇ
Ｐ
Ａ
制
度
、
英
語
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
単
位
化
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

１６

　

ま
た
、
教
務
の
事
務
シ
ス
テ
ム
変
更
に
伴
い
、
学
生
各
自
が
履
修
登
録
を
学
内
の
端
末
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
行
う
こ
と
と
し
（
４
年
次
は
履
修
届
を
提
出
の
方
法
）、
履
修
登
録
が
容

易
と
な
り
、
ま
た
、
学
生
が
い
つ
で
も
自
分
の
成
績
を
学
内
の
端
末
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
履
修
に
関
す
る
利
便
性
が
向
上
し
ま
す
。

〈図１〉　　科目毎ＧＰ＝（得点－５０）÷１０
　　　　　　　　　　　　【ただし、得点が５０以下のときは０とする。】

　　　　　　　　　　　　　 ［（履修登録科目の単位数）×（科目毎ＧＰ）］の総和
　　　　　　学期毎ＧＰＡ＝ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　 　　　　（履修登録科目の単位数）の総和

　　　　　　　　　　　　 ［（入学後の履修登録科目の単位数）×（科目毎ＧＰ）］の総和
　　　　　　累積ＧＰＡ＝ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　 　　　　（入学後の履修登録科目の単位数）の総和

〈表１〉

科目毎ＧＰ評　価点　数単位数科　　目　　名

５.０秀１００１英語Ⅰ

３.８優　８８１英語Ⅲ

４.６秀　９６２健康とスポーツ科学

３.７優　８７１生涯スポーツ実習Ⅰ

０　  不可　　０２人間と宗教

３.５優　８５２環境と生きる

４.３秀　９３１教養演習（プレゼミナール）

１.２可　６２２アドミニストレーション入門

０.３不可　５３２行政の基礎

２.０良　７０２法の基礎

注：表にある科目名は実在のものですが、個々の点数は、説明のために作為的に点数を付けたもので、

実際に付された点数ではありません。

　　　　　　　１×５.０＋１×３.８＋２×４.６＋１×３.７＋２×０＋２×３.５＋１×４.３＋２×１.２＋２×０.３＋２×２.０
学期毎ＧＰＡ＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１＋１＋２＋１＋２＋２＋１＋２＋２＋２

　　　　　　＝２．５
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教育充実の

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は
、
在
学
中
に
専
攻
分
野
や
興
味
の

あ
る
業
種
の
民
間
企
業
・
自
治
体
等
の
職
場
で
実
際
に
仕
事
を

行
い
、
学
生
の
職
業
意
識
を
高
め
る
こ
と
や
将
来
の
進
路
決
定

の
参
考
と
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。
本
学
で
は
、
平
成　
１５

年
度
、
２，

３
年
生
を
中
心
に
、
夏
季
休
業
や
春
季
休
業
の
期

間
を
利
用
し
て
、
約
１
１
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
以
降
の
入
学
生
（
２，

３
年
次
に
実
施
予
定
）

１６

は
、
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
科
目
と
し
て
設
定
し
、
単
位

化
（
自
由
科
目
）
し
ま
す
。

　

現
実
的
課
題
や
地
域
課
題
に
関
心
を
持
ち
、
対
応
で
き
る
能

力
を
高
め
る
た
め
、
学
習
テ
ー
マ
の
素
材
を
地
域
に
求
め
、
熊

本
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
産
業
等
地
域
性
を
重
視
し
た
科
目

「
新
熊
本
学
」
を
平
成　

年
度
か
ら
開
講
し
て
い
ま
す
。

１５

　

そ
の
中
で
、「
地
域
社
会
と
企
業
」、「
地
域
社
会
と
行
政
」、

「
地
域
社
会
と
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
講
義
で
は
、
地
域
現

場
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
を
客
員
講
師
と
し
て
招
き
、
企
業
、

行
政
（
熊
本
県
）、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
実
際
の

活
動
の
状
況
、
課
題
、
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
の
あ
り
方
に
つ

い
て
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
す
。

■
平
成　

年
度
の
「
新
熊
本
学
」
科
目

１６

【
教
養
科
目
】

　
�
新
熊
本
学
：
熊
本
の
文
化
と
自
然
と
社
会

　
�
新
熊
本
学
：
こ
と
ば
と
表
現
の
歴
史

　
�
新
熊
本
学
：
熊
本
の
生
活
と
環
境

　
�
新
熊
本
学
：
地
域
社
会
と
企
業

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
学
長
へ
の
提
言
広
場
」

を
開
設
し
ま
し
た
。

　

本
学
で
は
全
学
の
英
語
教
育
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
に
平

成　

年
度
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
変
更
を
行
い
ま
す
。
ま
ず
全

１６
学
的
に
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
支
援
語
学
学
習
）
シ
ス
テ

ム
の
導
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
学
内
の
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
環

境
を
活
用
し
て
英
語
を
学
習
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
学
習
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
、
授
業
内
は
も
ち
ろ
ん
授
業

外
で
も
学
内
の
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
教
室
等
で
好
き
な
と
き
に
い
つ
で
も

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
英
語
学
習
が
で
き
る
環
境
を
構
築
し

ま
す
。
各
自
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
教
材
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上

に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
一
人
一
人
が
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
習
を

進
め
て
い
け
ま
す
。
授
業
へ
の
本
格
導
入
は　

年
度
に
な
る
予

１７

定
で
す
。

　

ま
た
、
文
学
部
、
環
境
共
生
学
部
は
、
今
ま
で
１
〜
３
年
次

な
い
し
は
１
〜
２
年
次
に
渡
っ
て
「
読
む
」、「
聞
く
」、「
書
く
」、

「
話
す
」
の
４
技
能
を
身
に
つ
け
る
授
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
１
年
次
に
週
３
回
行
う
こ
と
に
よ

り
、
学
年
の
早
い
段
階
で
集
中
的
に
、
効
率
的
に
４
技
能
の
土

台
を
築
き
、
高
学
年
で
の
専
門
授
業
に
生
か
し
て
い
く
語
学
基

礎
力
を
準
備
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
２
年
次
以
降
に
は
総
合

管
理
学
部
を
含
め
全
学
共
通
に
、
１
年
次
で
身
に
つ
け
た
能
力

を
土
台
に
し
て
さ
ら
に
高
度
な
能
力
を
身
に
つ
け
た
い
、
あ
る

い
は
特
定
の
ス
キ
ル
に
つ
い
て
力
を
つ
け
た
い
人
を
対
象
と
し

た
「
選
択
科
目
／
自
由
科
目
」
が

多
数
開
講
さ
れ
る
予
定
で
す
。
就

職
の
た
め
に
英
語
力
を
つ
け
た
い

人
の
た
め
に
も
４
年
次
ま
で
継
続

的
な
英
語
学
習
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

　
�
新
熊
本
学
：
地
域
社
会
と
行
政

　
�
新
熊
本
学
：
地
域
社
会
と
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

【
専
門
科
目
】

　
�
地
域
文
化
研
究
Ⅱ
（
文
学
部
）

　

学
生
の
意
見
を
参
考
と
し
た
よ
り
よ
い
大
学
づ
く
り
の

た
め
、「
学
生
と
学
長
の
懇
談
会
」
を
昨
年
度
か
ら
毎
月
開

催
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、
こ
の
度
、
学
生
の
皆
さ

ん
か
ら
随
時
、
気
軽
に
ご
提
言
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、
本

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
学
長
へ
の
提
言
広
場
」
を
開
設
し

ま
し
た
。
学
内
の
情
報
処
理
実
習
室
の
端
末
か
ら
で
あ
れ

ば
、
い
つ
で
も
電
子
メ
ー
ル
で
ご
提
言
を
送
付
い
た
だ
け

ま
す
。
い
た
だ
い
た
メ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
に
学

長
が
目
を
通
し
、
本
学
運
営
へ
の
反
映
に
つ
い
て
検
討
し

ま
す
。
提
言
に
対
し
て
の
個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
が
、

ど
の
よ
う
な
提
言
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
か
、
定
期
的
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
学
内
掲
示
板
で
紹
介
し
ま
す
。

　

是
非
、
教
育
に
つ
い
て
、
学
生
生
活
支
援
に
つ
い
て
等
、

大
学
運
営
に
関
す
る
積
極
的
な
ご
提
言
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
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環
境
共
生
学
部
は
新
し
い
視
野
か
ら
人
間
活
動
と
自

然
環
境
の
積
極
的
な
調
和
を
め
ざ
し
て
、
平
成　

年
４

１１

月
に
全
国
に
先
駆
け
て
作
ら
れ
た
自
然
科
学
系
の
学
部

で
、
次
に
記
す
よ
う
な
構
成
で
教
育
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。

〇
生
態
・
環
境
資
源
学
専
攻
（
定
員　

名
）
・
・
・
地

２０

域
の
生
態
系
を
支
配
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
要
因
と
、

人
間
活
動
が
そ
こ
に
及
ぼ
す
影
響
を
解
析
す
る
こ
と

に
よ
る
、
自
然
環
境
と
人
間
活
動
と
の
共
生
の
基
礎

理
論
を
学
び
研
究
す
る
。

〇
居
住
環
境
学
専
攻
（
定
員　

名
）
・
・
・
環
境
と
共

４０

生
し
て
い
く
た
め
に
、
環
境
へ
の
負
担
を
軽
減
し
、

物
資
を
正
常
に
循
環
さ
せ
、
人
間
の
健
康
や
福
祉
な

ど
の
視
点
を
重
視
し
た
住
居
・
建
築
・
都
市
・
地
域

へ
と
連
な
る
居
住
環
境
と
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方

に
つ
い
て
学
び
研
究
す
る
。

〇
食
・
健
康
環
境
学
専
攻
（
定
員　

名
）
・
・
・
環
境

４０

に
や
さ
し
い
食
品
の
創
製
、
地
域
の
環
境
特
性
を
考

慮
し
た
食
生
活
の
設
計
や
健
康
増
進
の
あ
り
方
な
ど

に
つ
い
て
学
び
研
究
す
る
。

　

新
学
部
を
作
り
上
げ
て
い
く
過
程
で
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
、
環
境
、
生
態
系
、
実
学
、
福
祉
、
健
康
、
地
域
、

循
環
型
社
会
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
表
す
こ
と
が
出
来

ま
す
。
当
時
と
し
て
は
非
常
に
斬
新
な
環
境
共
生
学
部

と
い
う
学
部
名
を
掲
げ
、
自
然
環
境
と
の
共
生
、
さ
ら

に
地
域
の
福
祉
や
文
化
の
向
上
と
い
う
理
念
を
も
っ
た

教
育
・
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
習
、
基
礎
デ
ザ
イ
ン
実
習
、
栄
養

運
動
生
理
学
実
習
な
ど
環
境
共
生
の
基
礎
と
な
る
現
場

で
の
実
証
的
な
作
業
や
、
そ
の
基
礎
と
な
る
各
種
の
学

生
実
験
な
ど
が
入
っ
て
い
ま
す
。
環
境
共
生
に
関
わ
る

諸
問
題
は
非
常
に
多
様
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
解
決
の
た

め
に
は
従
来
の
学
問
分
野
の
枠
組
み
を
越
え
た
総
合
的

な
問
題
把
握
と
教
育
研
究
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
環

境
共
生
学
部
で
は
こ
の
よ
う
に
こ
れ
ま
で
は
学
際
的
と

い
わ
れ
た
分
野
を
ま
と
め
て
新
し
い
環
境
共
生
学
の
確

立
に
向
か
っ
て
実
践
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
３
月
に
は
学
部
の
一
期
生
が
希
望
に
胸
を

１５

ふ
く
ら
ま
せ
な
が
ら
、
大
学
か
ら
巣
立
っ
て
行
き
ま
し

た
。
４
月
に
は
学
年
進
行
で
大
学
院
環
境
共
生
学
研
究

科
修
士
課
程
が
発
足
し
て
、
初
年
度
に
は　

名
（
社
会

２７

人
５
名
と
外
国
人
留
学
生
１
名
を
含
む
）
が
、
ま
た
平

成　

年
度
に
は　

名
が
入
学
し
て
新
し
い
研
究
テ
ー
マ

１６

２２

に
向
か
っ
て
挑
戦
を
し
ま
す
。
大
学
院
で
は
社
会
人
も

一
般
学
生
と
同
じ
よ
う
に
単
位
を
取
得
で
き
る
よ
う
、

昼
夜
開
講
を
し
て
い
ま
す
。
平
成　

年
度
に
は
大
学
院

１７

博
士
後
期
課
程
が
学
年
進
行
で
開
設
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
検
討
中
で
す
。

　

最
近
で
は
食
の
安

全
・
安
心
、
有
明
海
や

八
代
海
の
環
境
問
題
、

ま
た
公
共
の
施
設
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
の
福

祉
の
問
題
な
ど
環
境
に

関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
に
世
の
中
の
関
心
が

向
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

本
学
部
の
多
く
の
教
員

が
こ
れ
ら
の
問
題
に
第

一
線
で
活
躍
中
で
す
。
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食・健康環境学
専攻では、「食
の 安 全 安 心
フォーラム」を
県及びくまもと
食の安全安心県
民会議との共催により開催しました。
（平成１６年１月３１日）

居住環境学専攻
の平成１５年度卒
業論文・卒業設
計発表会で、中
村智絵さんの
「タイヤリサイ

クル舗装材の吸水・蒸発特性に関する研
究」が最優秀論文として、（社）熊本県建
築業協会建築部会から表彰を受けました。
（平成１６年２月１６日）
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国
土
の
約　

％
が

７６

農
業
用
地
、
食
料
自

給
率　

％
の
国
「
イ

７４

ギ
リ
ス
」、
こ
の
国

の
「
食
・
農
・
環
境
」

を
学
ぶ
た
め
に
プ
リ

マ
ス
大
学
に
留
学
し

た
（
日
本
の
農
業
用
地　

％
、
食
料
自
給
率

１３

　

％
）。
プ
リ
マ
ス
は
イ
ギ
リ
ス
の
南
西
部

４０に
位
置
す
る
人
口
約　

万
人
の
古
い
港
町
で

２５

あ
る
。
こ
の
港
か
ら
は
１
５
８
８
年
に
ス
ペ

イ
ン
の
無
敵
艦
隊
を
撃
退
す
る
た
め
に
ド
レ

イ
ク
船
長
が
出
航
し
、
ま
た
１
６
２
０
年
に

は
巡
礼
始
祖
１
０
２
人
を
乗
せ
た
「
メ
イ
フ

ラ
ワ
ー
号
」
が
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
目
指
し
た
。

こ
こ
は
比
較
的
温
暖
な
気
候
で
郊
外
に
は
農

地
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
、
ダ
ー
ト
ム
ー
ア

国
立
公
園
な
ど
の
自
然
が
残
っ
て
い
る
理
由

で
留
学
の
場
所
に
決
め
た
。
大
学
で
は���

�
���

���������

����������
と
「
植
物
の
病
害
虫
抵
抗
性

物
質
」
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
た
が
、
大
学

の
対
応
は
非
常
に
良
く
、
充
実
し
た
生
活
を

送
れ
た
。
一
方
、
現
地
の
幼
稚
園
・
小
学

校
・
中
学
校
に
通
う
娘
や
息
子
達
を
通
し
て

多
く
の
人
と
出
会
い
、
様
々
な
視
点
か
ら
イ

ギ
リ
ス
社
会
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

食
・
農
・
環
境
を
探
る
た
め
に
、
各
地
の
生

産
現
場
に
出
か
け
た
（
北
は
ネ
ッ
シ
ー
が
棲

む
？
ネ
ス
湖
、
東
は
ロ
ン
ド
ン
の
先
ま
で
）。

森
林
率　

％
の
こ
の
国
（
日
本
は　

％
）
で

１０

６７

は
広
大
な
森
林
を
見
る
こ
と
は
少
な
く
、
そ

の
代
わ
り
に
小
麦
・
大
麦
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

飼
料
用
作
物
な
ど
の
耕
作
地
、
羊
や
牛
が
早

朝
か
ら
の
ん
び
り
と
草
を
食
べ
て
い
る
放
牧

地
が
続
い
て
い
る
。
羊
達
（
約
４
０
０
０
万

頭
）
が
日
本
の

森
林
の
木
々
の

よ
う
に
も
思
え
、

食
・
農
・
環
境

の
深
い
関
係
を

再
認
識
す
る
と

同
時
に
、農
業
・

食
が
環
境
に
与

え
る
功
罪
の
大

き
さ
を
痛
感
し
た
。
大
学
で
の
研
究
、
家
族

６
人
の
生
活
を
支
え
て
く
れ
た
多
く
の
友
人

達
に
感
謝
し
、
１
月
末
に
帰
国
し
た
。

　

私
の
研
究
分
野
は
異
文
化
研
究
で
す
。
留

学
先
で
の
研
究
課
題
は
、
３
つ
の
主
要
な
世

界
観
―
科
学
的
物
質
主
義
、
仏
教
、
キ
リ
ス

ト
教
の
調
査
を
通
じ
て
、
そ
れ
ら
が
教
育
に

与
え
る
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
す
。

文
献
収
集
や
聞
き
取
り
調
査
、
専
門
家
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
通
し
、
３
つ
の
世
界
観
が
そ
れ

ぞ
れ
の
文
化
と
融
合
し
て
い
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
現
地
調
査
で
は
私
の
宗
教
に
対
す

る
意
見
を
相
手
に
伝
え
る
の
が
と
て
も
困
難

で
、
よ
り
十
分
な
理
解
力
と
高
度
な
視
点
を

養
う
た
め
に
基
礎
的
な
テ
キ
ス
ト
分
析
も
行

い
ま
し
た
。

　

多
く
の
学
者
や
専
門
家
を
取
材
し
ま
し
た

が
、
そ
の
う
ち
の
一
人
、
仏
教
の
専
門
家
と

し
て
有
名
な��������������������

���������������������

（　

歳
）
は
、
古
典
の
文
献
に
典
拠
を
求
め

７７
る
と
い
う
伝
統
的
ス
タ
イ
ル
を
重
ん
じ
て
お

り
、
そ
れ
を
高
い
レ
ベ
ル
で
一
つ
の
方
法
論

と
し
て
確
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、
広
く
世
に

評
価
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。
タ
イ

で
は　

以
上
の
ラ
ジ
オ
局
で
毎
日
レ
ギ
ュ

２０

ラ
ー
番
組
を
抱
え
る
彼
女
で
す
が
、
私
は
何

度
も
面
会
し
、
仏
教
徒
の
世
界
観
に
つ
い
て

の
彼
女
と
の
議
論
を
約　

時
間
録
音
し
ま
し

２０

た
。
彼
女
は
英
語
が
堪
能
で
あ
り
、
タ
イ
で

は
多
く
の
著
書
を
出
版
し
て
い
ま
す
。

����������������������

�������������������������
（�������

�������

����

�����
）
も
そ
の
中
の
一
冊
で
す
。

　

今
回
、
基
礎
的
な
調
査
や
、
独
自
の
方
法

を
用
い
て
授
業
を
行
う
教
師
の
方
々
と
議
論

す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
出
来
て
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
現
地
で
学
ん
で
き
た
こ
と

を
こ
れ
か
ら
の
授
業
に
還
元
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

�������	

文学部　助教授

ロバート カークパトリック

留学先：
　タイ・・・チュラロンコン大学（バンコク）
　　研修期間：２００２年９月～１２月（３ヶ月間）
　ニュージーランド・・・ワイカト大学（ハミルトン）
　　研修期間：２００２年１２月～２００３年９月（９ヶ月間）
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環境共生学部　助教授

松　添　直　隆

留学先：イギリス・・・プリマス大学（プリマス）
留学期間：２００３年１月～２００４年１月（１２ヶ月間）

Sujin Boriharnwanaket

プリマス近郊の放牧地
（食・農・環境を感じる光景です）
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上記資格取得講座以外にも、行政書士講座や旅行業務取扱主任者講座など
も実施しています。

��������

企業や自治体の研修プログラムにもとづいて、一定の期間企業や自治体で
研修をすることができます。毎年１００人を超える学生が参加しています。

�������	


ビデオ教材や教員による直接指導によって、国家公務員や地方公務員試験
合格へ向けて徹底指導します。公務員合格者は、ほとんどの人がこの講座
を受講しています。

������

テレビ局・新聞社等から講師を招き、マスコミに就職を希望する学生を徹
底指導します。

�������	
������

大学外からの講師も招き国家試験合格に向け、エンドユーザ部門の情報化
リーダーを養成しています。

�������	
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個人資産の適切な運用の提案といった総合的なコンサルティングを行う資
格の取得に向けて実施しています。

�����������������

国際ビジネスで必要とされる英語コミュニケーション能力や留学に必要な
英語能力判定テストのための指導を行います。また、学内で団体試験を実
施しています。

�������	
��

不動産取引に関する専門的知識を持つ者として金融・不動産業界などの企
業でも有力な資格の取得に向けて実施しています。

�������	
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���

企業の財務状況を把握し帳簿管理を行い、あらゆる企業で評価の高い資格
の取得に向けて実施しています。

�������	
�����

業界セミナー、個別企業による説明会、卒業生との交流会など年間を通じ
て多彩なガイダンスを開催します。

������

就職活動を行なうための準備として , テーマ別に現状に即した実践的・具
体的なセミナーを開催します。

入学式後のオリエンテーション
将来の進路を意識した、今後のキャンパスライフの過ごし方を説明します。

４月

１年生向け就職ガイダンス
自己発見プログラムなどを行い、職業観を育てていきます。

７月

就職ガイダンス
就職に対する意識を高めるために、就職講演会を実施します。

４月

２年生向け就職ガイダンス
自己発見、社会常識チェックなどを行い、就職に対する意識を高めていき
ます。

公務員ガイダンス
公務員を目指す２年生へ、公務員の種類と勉強方法について説明します。

７月

８月・３月　インターンシップ
民間企業や地方自治体で実際に仕事を体験し、将来の進路を考えるのに
役立てます。

就職ガイダンス
オリエンテーション時に、就職講演会を実施し、就職とは何か、自分の進路
を実現するためには何をすればよいか説明します。

学部（専攻）単位による就職ガイダンス（～３月まで随時実施）
学科または専攻別に、ＯＢ・ＯＧなどを呼んでの就職懇談会を実施します。

４月

就職ガイダンス
就職活動するためには夏休みに何をすればよいのか、具体的に説明します。
また、自分がどの職業に適しているのか「適職診断プログラム」を受けるこ
とができます。

公務員ガイダンス
公務員を目指す３年生へ、公務員の種類と勉強方法について解説します。

７月

インターンシップ
民間企業や地方自治体で実際に仕事を体験し、将来の進路を考えるのに
役立てます。

８月

就職ガイダンス
残りの学生生活の過ごし方に力点を置き、就職活動の自覚と心構えや就職
活動の進め方について説明します。

就職セミナー（準備編）
就職活動を行うための準備として、①自己分析、②業種・業界研究、③筆
記試験対策、④履歴書対策、⑤面接対策などについて説明します。

１０月

企業ガイダンス
企業に就職した卒業生、企業や公務員に内定（合格）した４年生との就職
懇談会を実施して、仕事の内容や受験対策を説明します。

１１月

公務員合宿
公務員講座受講生の２、３年生を対象に、学外で１泊２日の集中講義・面
接対策等を行います。

１２月

就職セミナー（直前編：民間企業編、公務員編）
就職活動の直前対策として、１週間集中して就職セミナーを実施します。
就職セミナーの中では、①作文対策、②一般教養模試対策、③面接・マナー
対策、④筆記試験対策（ＳＰＩ模擬試験）、⑤時事問題対策、⑥就職内定者
との懇談会、⑦卒業生との懇談会、⑧自己ＰＲ・志望動機対策、⑨公務員
ガイダンス、⑩公務員試験説明会、⑪公務員合格者発表会、公務員ＯＢ・
ＯＧ発表会などを行います。また、県内で活躍している企業の人事担当
者を招いて、ブース形式による学内企業説明会も実施します。さらに、福
岡等で開催される合同企業説明会にも大学からバスを運行します。

２月

就職ガイダンス
教員採用説明会
熊本県教育委員会の担当者を招き、採用選考試験の概要を確認します。

企業説明会（セミナー）
各企業の採用担当者を招き、企業・業界の実態や採用試験の概要について
説明します。

４月

就職ガイダンス
未内定の４年生に今後の就職活動の進め方や求人状況について説明します。
また、就職に関する個別指導を行います。

７月

就職ガイダンス
未内定の４年生に今後の就職活動の進め方や求人状況について説明します。

９月
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就 職 セ ン タ ー

● 就職センター ●
相談時間：月曜日～金曜日　午前１０時から午後５時まで（昼休みを除く）

※時間外でも電子メールで相談を受け付けています。Ｅ－ｍａｉｌ：ｇａｋｕｓｅｉ＠ｐｕ－ｋｕｍａｍｏｔｏ．ａｃ．ｊｐ

就職アドバイザー
近藤 俊哉

就職アドバイザー
前田　 勝
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（財）化学及血清療法研究所　総務部人事課　坂口一浩さん
に、企業から見た本学学生の印象について、インタ
ビューしました。
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　県大生の印象を一言で表現すると、
「スマート」、そして「素直」です。充実
した教育内容、恵まれた教育設備を活用
して、ビジネススキルの基礎を身に付けた、バランス感覚
のある学生が目につきます。対人面では、男女間でも構え
ずにフランクに接する「水平感覚」にあふれていると感じ
ます。裏を返すと、異質な人間と渡り合うたくましさに欠
けるという感じがします。学部構成が比較的均質であるこ
とも一つの理由でしょうし、先輩・後輩間のタテ社会には
あまり慣れていない、との印象を持ちます。
　企業では、スキルの高さだけでなく、壁にぶつかっても
突破できるたくましさや、したたかさが必要であり、常に
仕事を革新できる思考能力を持った人材が求められていま
す。学生時代はつきあう人も自由に選べる訳ですが、あえ
て自分と異なる価値観、異なる世代の人と接し、そこから
何かを吸収する、という「垂直志向」の意識が大切ではな
いでしょうか。ゼミや研究室、部活、自治会活動、イン
ターンシップなどの経験も、自分の人間性（強みや弱み）
を知るための宝物のような時間だと思います。
　次元の高い「個性」というのは、異質の人たちと本気で
関わり、組織の中で揉まれ、時に打ちのめされる経験の中
から生まれてくるものだと思うのです。
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肥後銀行　渡鹿支店　上野尚文さん（平成１１年　総合管
理学部卒）に、県大生の皆さんへのメッセージをいただ
きました。
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　私は、今、営業の仕事をしていますが、
「銀行員」の仕事と一言で言っても、業
務内容は数多くあり、様々な仕事を経験
する機会があります。そのため、向上心
や何にでも興味を持つ探求心が強く求められます。また、
県内を中心に転勤も多く、「熊本」の中の各地域の土地柄を
知った上で、仕事をしていく必要があります。
　大学時代を振り返ってみると、総合管理学部で法律、行
政、経済等について幅広く学んだこと、野球部での先輩後
輩とのつきあいや、副キャプテンとして部員をまとめてい
くという経験が、現在仕事をする上で、多角的な視点から
物事を見て、多様な考えの人と一緒に仕事をすること、前
向きに頑張るということに役立っていると思います。
　後輩の皆さんにアドバイスするとすれば、「就職」するこ
とだけを目的とするのではなく、早い時期に、インターン
シップ等の機会を通して、自分なりの職業観や働くイメー
ジというものを持っておくことが大切だということです。
また、学生のうちに資格を取ることもいいでしょうが、
ネットワークを広げて自ら様々な情報を収集することや、
社会事象を知り、そこから自分で課題を設定できる能力を
身につけることの方がより重要だと思います。
　そして、最後に一言。県大生は大人しい、特に、男子学
生は大人しいという声を耳にします。「男子学生諸君、私
達には他の大学と比べて先輩が多くはいないのですから、
一緒に切磋琢磨しながら頑張っていきましょう。」
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私
は
大
学
２
年
の
頃
か
ら
、
英
語
が
好
き
で
語
学
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

活
動
の
中
で
英
語
を
母
国
語
と
し
な
い
海
外
の
人
に
会
う
機

会
も
多
く
な
り
、
そ
の
よ
う
な
中
で
私
は
特
に
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
韓
国
人
と
友
達
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
付
き
合
い
を
通
し

て
韓
国
語
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
文
化
の
違
い
な
ど
も
わ
か
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
が
き
っ
か
け
で
、
大
学
の
韓
国

短
期
研
修
や
昨
年
実
施
さ
れ
た
学
外
の
「
日
韓
交
流
デ
ー
」
行

事
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
「
日
韓
交
流
デ
ー
」
で
は
、
韓
国
の
大
学
生
と
こ
れ
か
ら
の
日

韓
の
国
際
交
流
に
つ
い
て
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
思
っ

た
以
上
に
韓
国
の
学
生
は
日
本
に
興
味
を
持
っ
て
い
て
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
植
民
地
時
代
の
傷
よ
り
も
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て

ど
う
仲
良
く
な
る
か
を
積
極
的
に
求
め
て
い
る
の
に
対
し
、
日

本
は
謝
罪
し
か
頭
に
な
い
、
そ
う
い
う
こ
と
よ
り
も
も
っ
と
韓

国
と
い
う
国
に
興
味
を
持
っ
て

ほ
し
い
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

韓
国
の
学
生
の
生
き
た
声
を
聞

け
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
近
く
て
遠
い
国
と
思
っ

て
い
た
の
は
日
本
だ
け
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
年
の

春
か
ら
韓
国
に
一
年
留
学
す
る

の
で
す
が
、
こ
の
経
験
を
活
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�
�
�
�
��
�
	


�
�

�
��
�
�
��
�

総
合
管
理
学
部　

総
合
管
理
学
科
３
年

　

自
分
は
今
「
ク
ラ
イ
マ
ー
ク
ラ
イ
マ
ー
」
と
い
う
二
人
組
の

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
デ
ュ
オ
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
ギ
タ
ー
と

自
作
の
唄
達
を
ひ
っ
さ
げ
て
路
上
で
唄
い
始
め
て
４
年
に
な
り

ま
す
。
自
分
達
で
唄
え
る
場
所
を
探
し
て
い
ろ
ん
な
所
を
廻
っ

た
り
、
定
期
的
に
路
上
で
唄
う
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
く
間
に
、

山
鹿
灯
籠
、
ひ
の
く
に
祭
、
松
橋
な
ど
の
各
地
の
色
々
な
お
祭

や
、
若
者
の
日
、
ア
ー
ト
プ
レ
ッ
ク
ス
、
学
園
祭
な
ど
な
ど
本

当
に
沢
山
の
イ
ベ
ン
ト
で
唄
わ
せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
イ
ベ
ン
ト
や
路
上
で

沢
山
の
出
会
い
が
あ
り
、

熊
本
に
は
色
々
な
人
々
が

い
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
人
々
の
頑
張
っ
て
い

る
姿
を
見
て
い
る
と
、
一

人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
熱

い
想
い
を
持
っ
て
い
る
こ

と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

そ
ん
な
数
々
の
出
会
い
を
通
し
て
、
た
だ
街
角
で
大
声
を
出
し

て
い
た
だ
け
の
自
分
達
が
、
本
当
の
意
味
で
成
長
す
る
こ
と
が

で
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
最
近
、
世
の
中
が
暗
い
暗
い
と
よ

く
耳
に
し
ま
す
。
し
か
し
、
唄
う
事
を
続
け
て
き
て
気
付
き
ま

し
た
が
、
し
っ
か
り
と
顔
を
上
げ
て
周
り
を
見
れ
ば
、
こ
の
街

に
は
頑
張
っ
て
動
き
出
し
て
い
る
沢
山
の
人
々
を
目
に
す
る
事

が
出
来
ま
す
。
そ
ん
な
人
達
と
出
会
う
た
め
、
そ
し
て
自
分
達

の
成
長
の
た
め
、
ク
ラ
イ
マ
ー
ク
ラ
イ
マ
ー
ま
だ
ま
だ
大
き
な

声
で
唄
っ
て
い
き
ま
す　
!!
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環
境
共
生
学
部　

生
態
・
環
境
資
源
学
専
攻
３
年

韓国　忠清南道　牙山市で、
「日韓交流デー」に参加した韓国の学生と

（前列中央が鍋島さん）

「センタープラザＸ'ｍａｓコンサート」のイベント
（昨年１２月、熊本交通センター地下）に出演

環境共生学部
居住環境学専攻　４年

草野 真功さん
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本
学
の
学
園
祭
「
白
亜
祭
」
が
、

平
成　

年　

月
８
日
か
ら
９
日
に

１５

１１

か
け
て
開
催
さ
れ
、
多
く
の
学
生

や
地
域
住
民
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
虹
」。
毎
年

恒
例
の
「
ミ
ス
・
ミ
ス
タ
ー
白
亜

コ
ン
テ
ス
ト
」
の
ほ
か
、「
江
戸
む

ら
さ
き
」
に
よ
る
お
笑
い
ラ
イ
ブ
、

ゼ
ミ
の
公
開
デ
ィ
ベ
ー
ト
な
ど
学

生
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
企
画
が
行

わ
れ
、
英
語
劇
や
演
舞
、
教
室
で

の
展
示
な
ど
、
各
サ
ー
ク
ル
が
日

頃
の
活
動
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

 

　

姉
妹
校
で
あ
る
韓
国
・
忠
清
南

道
の
祥
明
大
學
校
に
、
短
期
研
修

団　

名
を
、
平
成　

年
９
月　

日

１５

１５

１６

か
ら
９
月　

日
ま
で
の　

日
間
派

２５

１０

遣
し
ま
し
た
。
研
修
団
は
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、
百
済
文

化
探
訪
や
ソ
ウ
ル
史
跡
見
学
な
ど

韓
国
文
化
を
体
験
し
て
、
祥
明
大

学
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

平
成　

年　

月
８
日
（
月
）
午

１５

１２

後
６
時
か
ら
第
２
学
生
会
館
で
、

「
外
国
人
留
学
生
と
の
交
流
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
約　

名
（
う

５０

ち
外
国
人
留
学
生　

名
）
の
参
加

１６

者
た
ち
が
、
国
際
倶
楽
部
に
よ
る

ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
お

互
い
に
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

●
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
し
ま
せ
ん
か
？

　

外
国
か
ら
の
学
生
を
受
け
入
れ

て
く
だ
さ
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
５
月
に
ア

メ
リ
カ
か
ら
、
６
月
に
韓
国
か
ら

の
短
期
研
修
を
受
入
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
期
間
は　

日
間
程
度
で

１０

す
。
詳
し
く
は
学
生
課
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

 

　
　

熊
本
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
と

（財）
の
共
催
に
よ
り
、
平
成　

年
２
月

１６

　

日
に
、
少
子
高
齢
化
と
人
口
減

１８少
に
よ
る
２
０
３
０
年
の
熊
本
を

予
測
し
た
基
調
報
告
、
こ
れ
か
ら

の
地
域
づ
く
り
の
方
向
性
に
つ
い

て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

本
学
で
実
施
し
、
市
町
村
行
政
職

員
や
県
職
員
を
中
心
に
１
６
０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
学
で
は
、
県
民
の
方
々
に
対

し
て
、
大
学
の
正
規
の
授
業
を
公

開
し
て
い
ま
す
。

　

受
講
生
の
募
集
は
、
年
に
２
回

（
８
月
と
２
月
）
行
い
ま
す
。　

平
成　

年
度
後
期
講
座
の
募
集
は

１６

平
成　

年
８
月
上
旬
〜
下
旬
の
予

１６

定
で
す
。

▼
受
講
料
（
１
講
座
に
つ
き
、
半

年
間
）
５，

０
０
０
円

　

本
学
で
は
、
学
外
の
意
見
を
大

学
運
営
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
に
、
平
成　

年
度
に
「
熊
本
県

１４

立
大
学
運
営
協
議
会
」
を
設
置
し

ま
し
た
。
平
成　

年
１
月　

日
に

１６

２６

開
催
さ
れ
た
第
２
回
会
議
で
は
、

「
地
域
貢
献
」
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
委
員
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を

う
か
が
い
ま
し
た
。「
他
大
学
も

地
域
貢
献
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

県
大
独
自
の
取
組
が
必
要
で
あ

る
」、「
ま
ず
、
地
域
貢
献
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
す
べ
き
で
あ
る
」、「
教

員
個
人
の
取
組
に
と
ど
ま
ら
ず
、

大
学
全
体
と
し
て
の
組
織
的
な
地

域
貢
献
を
行
う
べ
き
で
あ
る
」
等

の
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

教
育
研
究
水
準
の
向
上
や
活
性

化
に
努
め
、
そ
の
社
会
的
責
任
を

果
た
し
て
い
く
た
め
、
大
学
に
は
、

自
己
点
検
・
評
価
の
実
施
と
結
果

公
表
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
自
己
点

検
・
評
価
の
学
外
者
に
よ
る
検
証

が
努
力
義
務
と
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成　

年
度
か
ら
は
、
文
部

１６

科
学
省
か
ら
認
証
を
受
け
た
評
価

機
関
に
よ
る
第
三
者
評
価
が
義
務

化
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
学
で
は
、
平
成　

年
度
に
実

１４

施
し
た
自
己
点
検
・
評
価
を
基
に
、

平
成　

年
度
、
大
学
基
準
協
会
の

１５

相
互
評
価
を
受
検
し
、
平
成　

年
１６

３
月
に
協
会
の
大
学
基
準
に
適
合

し
て
い
る
と
の
相
互
評
価
結
果
通

知
を
受
け
ま
し
た
。
助
言
と
し
て

指
摘
を
受
け
た
項
目
に
つ
い
て
、

改
善
を
行
う
と
と
も
に
、
今
後
、

６
年
に
１
度
の
自
己
点
検
・
評
価

及
び
そ
の
結
果
に
基
づ
く
第
三
者

評
価
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

●
認
定
マ
ー
ク

＊
大
学
基
準
協
会

　

昭
和　

年
７
月
に
創
設
さ
れ
た
、

２２

国
公
私
立
の
大
学
を
会
員
校
と
す

る
団
体
（
財
団
法
人
）
で
、
大
学

の
教
育
研
究
の
質
の
維
持
向
上
と

改
善
を
進
め
る
目
的
で
「
大
学
基

準
」
等
を
定
め
る
と
と
も
に
、
基

準
等
に
基
づ
く
評
価
活
動
等
を
実

施
し
て
い
る
。

韓
国
短
期
研
修
団
派
遣

国
際
交
流

第　

回　

白
亜
祭

３９

留
学
生
と
の
交
流
会

「
熊
本
県
立
大
学
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
」
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催

授
業
公
開
講
座

「
熊
本
県
立
大
学
運
営
協

議
会
」第
２
回
会
議
を
開
催

大
学
基
準
協
会
（
＊
）
の

第
三
者
評
価
を
受
検
、
大

学
基
準
に
適
合
と
の
認
定

学　
　

長 

菅
野　

道
廣

文
学
部
長 

元
吉　

瑞
枝

環
境
共
生
学
部
長 

大
和
田
紘
一

総
合
管
理
学
部
長 

中
宮　

光
隆

附
属
図
書
館
長 

永
尾　

孝
雄

学
生
部
長 

古
賀　
　

実

外
国
語
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長 

三
木　

悦
三

役

職

紹

介

平
成　

年
４
月
１
日
現
在

１６
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後援会とは、
�本学在学生の父母またはこれに準ずる者を会員として組織されて
　います。
�大学の教育事業を後援し、大学と家庭及び社会との協力によって、
　大学教育の成果をあげることを目的としています。

�� � � �
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　毎年度約４千万円を超える予算を執行していますが、収入の約８割を会員の方々の会費で賄っています。より多くの保
護者の方々に会員になっていただくことによって、より充実した事業が実施できるわけです。

�������	

　本学在学生の父母またはこれに準ずるものを会員として組織され、大学の教育事業を後援し、大学と家庭及び社会との
協力によって、大学教育の成果をあげることを目的として組織された団体です。
　その事業は、就職対策、サークル活動、施設整備、国際化推進、フィールドワーク助成等多岐にわたり、学生の授業以
外の大学生活を強力にバックアップしています。

���������	
�

　新入生に関しては、本学合格通知の際及び入学の際に、後援会の説明及び入会・会費納入のお願いをしております。後
援会の趣旨をご理解のうえ、是非ご協力いただきますようお願いします。
　なお、２年次以上であっても、在学中であれば随時入会を受付けておりますので、お気軽にご相談ください。

�������

　例年、６月上旬の土曜日に、本学において後援会総会を開催し、前年度の事業報告・決算、当年度の予算・事業計画に
ついて会員である皆様に審議していただきます。
　平成１５年度は総会終了後、各学部毎に、学部の活動や就職をテーマとした教員と後援会会員による懇談会を実施し、盛
んな意見交換が交わされました。
　平成１６年度の総会については、５月頃ご案内致します。会員の皆様の御出席をお待ちしています。

� 後援会事務局　熊本県立大学内　中島（内線２３７）・上杉（内線２０４) �

�������

　助成等のお知らせについては、随時掲示板（管理棟・講義棟・大講義棟）に掲示します。
　後援会事務局は管理棟２階事務局内にあります。事業についてのお尋ね、コピーカードの購入等、お気軽にお越しくだ
さい。
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■公務員講座・資格取得講座
《学生の声》公務員講座受講　総合管理学部　平成１６年３月卒業　堀江　知加 さん（熊本県入庁）

　２年次から講座が始まるので早い段階から目標を定める事が出来ました。公務員を目指す人たち
と情報を共有できる事も魅力でした。

■講座受講・資格取得支援
《学生の声》マスコミ講座受講　総合管理学部　平成１６年３月卒業　岩越　耕作 さん

　就職活動へ向けて、何をしなければならないかが早い段階でわかりました。不得意だった作文・
自己ＰＲに自信がもてるようになりました。

３・４年次向け就職対策低年次向け就職ガイダンス

大学で実施する学内セミナー、各種の就職支援事業の経
費を支出しています。

意識啓発につながる講演・就職適性テストを無料で受け
ることができます。 など

�������

研 修 団 受 入英語圏留学対策講座

姉妹提携大学との交流事業に関する経費を支出していま
す。

英語圏の国に留学する際に必要なＴＯＥＦＬ○Ｒ 対策を行い
ます。 など

�������	

■サークル助成
《学生の声》サークル助成金　サッカー部主将　居住環境学専攻　３年次　高屋　稔申 さん

　沖縄・福岡遠征に行き、ユニフォーム・ボールを買うことが出来ました。個人の負担が少なくて
すみました。

貸出し用パソコンの配置コピー機、ファックスの設置

学生への貸し出し用としてノートパソコン２４台をリース
し、中央コンピュータ室に配備しています。

学生が学業のために日常的に利用するコピー機・ファッ
クス機のリース費用を支出しています。 など

■海外留学助成
《学生の声》海外留学助成　英語英米文学科　平成１６年３月卒業　村崎　彩 さん（昴入社）

　留学が自分の人間性を見るいい機会になったので、就職活動の際に必要な 自己分析も難なくでき
ました。企業に自分をアピールすることを恥ずかしがらずに、より積極的にできるようになりました。

�������	

共同自主研究助成現地教育学習バス借上助成

学生と教員が共同して自主的に行う研究の経費の一部を
助成しています。

各学部又は研究室で現地学習を行うバス借上げ費用を助
成しています。 など

（㈱ミキモト入社）
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内　　　　　容日月

卒業年次健康診断
�年次公務員模擬試験（～�月）
�年次学内企業説明会（～�月）
�～�年次授業料納付書送付
�年次授業料納付書配布
入学式（於：県立劇場）
新入生オリエンテーション（～�日）
授業公開講座受講手続き（社会人）（～�日）
在学生オリエンテーション
授業開始
日本学生支援機構奨学金・授業料減免説明会
第�回資格取得講座説明会
授業料第�期分納期限

上旬
上旬
上旬
中旬
下旬
�日
�日
�日
�日
��日
��日
��日
��日

��月

卒業年次以外健康診断
モンタナ州立大学ビリングス校短期研修団受入（��日間程度）

中旬
下旬

��月

インターンシップ説明会
後援会評議会及び総会
第�回資格取得講座説明会
�年次就職ガイダンス（～�月上旬）
韓国祥明大学校短期研修団受入（～�月上旬、��日間程度）
ＴＯＥＩＣ○Ｒ 団体特別試験（第�回）

上旬
中旬
中旬
下旬
下旬
��日

��月

�・�年次就職ガイダンス
�年次進路個人面談（～�月）
公務員ガイダンス
�年次就職ガイダンス
前期試験（～�月�日）

上旬
上旬
中旬
中旬
��日

��月

オープンキャンパス
モンタナ州立大学へ短期留学生派遣（�年間）
モンタナ州立大学ビリングス校短期研修団派遣（�週間程度）
インターンシップ派遣（～�月中旬、�日間）
夏季休業（～�月��日）
授業公開講座（後期）受講者募集（～��日）

上旬
上旬
上旬
中旬
�日
�日

��月

�年次就職ガイダンス
大学院（環境共生学研究科）入学試験（一次募集）
大学院（アドミニストレーション研究科）入学試験（秋季募集）
韓国祥明大学校短期研修団派遣（��日間程度）
自己推薦型入試（総合管理学部）
授業料第�期分納期限

上旬
上旬
上旬
中旬
中旬
��日

��月

＊　期日は変更となる可能性がありますので、学内掲示板により確認する
か、担当課までお問い合わせ下さい。

平成１６年度前期（��������～��������）行事予定

●外国語教育センターからのお知らせ
◎自由講座の受講者を募集します！
　外国語教育センターでは、本学学生の外国語コミュニケーション力の向上を図
るため、正規の講義以外に自由講座を開講しており、また、県民の方々へ外国語
学習の機会を提供するため、社会人にも公開しています。
　授業で習ったことをさらに深めたい方、外国事情にも興味のある方等、どなた
でも受講することができます。
■平成１６年度外国語教育センター自由講座　開講予定

　□受講申込期間　　前期：�月��日（月）～�月��日（金）予定
　　　　　　　　　　後期：�月予定
　□受　 講 　料　　無　料
　前期及び通年講座の社会人の方の募集は既に終了しました。また、社会人の
方の場合、授業公開講座実施要項に基づいた受講料をお支払いいただく必要が
あります。

◎ＴＯＥＩＣ〇Ｒ を受験しよう！
　ＴＯＥＩＣ〇Ｒ （トーイック Test of English for International Communication）
は、英語によるコミュニケーション能力を幅広く評価する世界基準のテストです。
ＴＯＥＩＣ〇Ｒ には、各団体が日程や場所を自由に設定して試験を行うことができる団
体特別試験制度があり、外国語教育センターでは、この制度を利用して、年�回、
学内でＴＯＥＩＣ〇Ｒ  ＩＰ（団体特別試験）を実施しています。
　このＴＯＥＩＣ〇Ｒ  ＩＰ（団体特別試験）は、公開テストより安価に（公開テストの
受験料は�,���円ですが、この団体特別試験は�,���円で受験することが出来ます）、
そして場所も本学で受験することができますので、就職活動に活用したい人や、
現在の英語力を測定したい人は、ぜひ受験してください。

■平成１６年度外国教育センターＴＯＥＩＣ〇Ｒ  ＩＰ実施予定

○問い合わせ先：外国語教育センター　�階　ＬＬ準備室
　注）いずれも期日等変更となることがあります。詳細は後日、掲示等によりお

知らせします。

●附属図書館からのお知らせ
　図書館では専門図書や文藝関係の図書を随時購入しております。購入希望の図
書等があれば所定の用紙でお申込みください。本学のホームページから所蔵図書
の検索もできます。閲覧・貸出を大いに御利用いただきますよう御案内いたしま
す。
■新刊図書等の御案内（この他にも多数購入しております。）
　専門図書
　�食の世界にいま何がおきているか
　�バイオのための基礎微生物学
　�三葉虫の謎：「進化の目撃者」の驚くべき生態
　�自我が揺らぐとき：脳はいかにして自己を創りだすのか
　その他、文藝図書や視聴覚資料（ＤＶＤ・ビデオテープ）も購入しております。
■図書館利用時の注意事項
　※入館する場合は学生証が必要です。お忘れのないよう常に携帯してください。
　※館内には飲食物の持ち込みは禁止となっております。
　※館内では携帯電話の電源はｏｆｆにしてください。
　※貸出図書については返却期限を厳守してください。（カウンターに返却のこ
と。）

１５ 総 熊県大

③　００８

古紙配合率１００％再生紙を使用しています

��������
本誌についてのご意見・ご感想を下記にお寄せください。みな
さまのお声を参考に、今後の学報編集を行っていきたいと考え
ておりますのでよろしくお願いいたします。

　　　〒��������（住所記載不要）
　　　熊本県立大学地域交流センター「春秋彩」担当行
　　　ＦＡＸ：������������
　　　Ｅ�ｍａｉｌ：ｓｏｕｋｉ＠ｐｕ�ｋｕｍａｍｏｔｏ�ａｃ�ｊｐ

開講期間講　　　座　　　名

通年ＴＯＥＩＣ○Ｒ 対策（基礎コース）
英語
自由
講座

�

通年ＴＯＥＩＣ○Ｒ 対策（応用コース）�

前期英検�級対策�

後期英検準�級対策�

通年ドイツ語自由会話�

通年フランス語自由会話�

通年中国語自由会話�

受験料受験申込期間試験場所試験実施日

�,���円�月��日（月）～�月��日（月）学内�月��日（土）第�回

�,���円��月��日（水）～��月��日（火）学内��月��日（土）第�回
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